
８月２日神奈川県レクレーション協会の依頼により、公認指導員資格受講

希望者を対象とした講習会の講師として金江、澤井、横山、立花、姉川の五

名が招かれました。 

講習会には、１５名ほどの受講者がお見えになり、基本ルールの説明後

サーチウオークを実体験してもらいました。 

このような依頼を県レクより受ける背景には、受講料がかかるにも関わらず

指導員資格を取得したいと願う方たちがいらっしゃるからです。これはサー

チウオークが徐々にですが、一般の方に浸透してきた証拠ではないので

しょうか。  

数年後にはオリエンテーリングの様に皆が知っている競技にしましょう。                       

サーチウオーク更なる発展へサーチウオーク更なる発展へ   

親睦BBQ in 上郷森の家  
７月１９日（日）上郷・森の家でのバーベキュー 参加

者１０名 ゲスト１名で行いました。前日の雨模様で天

気が心配でしたが、参加者の皆さんの思いが通じたのか

天気に恵まれました。今回は昨年までのバーベキューと

変わって初めての試みとして一部の方の協力で肉などを

前日に下ごしらえをして、 

当日は焼きの作業に限定しました。火熾しも昨年までの

反省を踏まえたプロも出現し（会長か？）スムーズに準

備ができ１２時前にはそろってテーブルに付き、肉・

「横山ファーム」の野菜を含めた彩と栄養バランスの良

い料理と差し入れの美味しい酒・焼酎を堪能し満足されたかと思います。締めは「海鮮塩焼きそば」でし

た。参加者の皆さんそれぞれに調理・焼き方・後片付けの協力有難うございました。  （立花） 

NPO法人日本サーチウォーク協会 
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公認指導員資格とは： 

日本レクリエーション協会が定めた学

習課程を修了し、資格を取得した人の

ことをいいます。学習で身につけた知

識や技術を活用しながら、支援を行う

ことができる人材です。 

 公認指導者が展開するアクティビティ

にはさまざまなものがあります。手遊

びや伝承遊び、集団ゲーム、クラフ

ト、スポーツ、健康体操、野外活動、

生涯学習。これら1つひとつのアクティ

ビティには、それぞれの楽しさがある

と同時に、特長があります。 

サーチウオークは他に例を見ない特

別な発想のもとに作られた競技です。

今回講習を受けられた方達は、その

楽しさを周りに広めてくれることでしょ

う。 

http://www.search-walk.com/�


2015年8月足柄ふれあい

村研宿泊修会  
恒例の「足柄ふれあいの村」宿泊研修は８月２

９日、３０日に開催されました。 

今回の研修は、『指導員資格取得研修』と位置

づけ体系的にサーチウォークを基礎から会得する

ことを重点に行われました。 

初日は朝から会長のレクチャーにて、規則規定

の説明・協会定款の確認等日頃はなにげなく行っていることを再確認し、午後からは地図の作成（コー

ス設定、コース図作成等）の実技編と休む間もなく夜の９時まで研修は続きました。 

翌日は、机上サーチウォークで電柱の位置の推定の方法ならびに探す順番のポイント等を確認、競技

の上達・コース作成にも役立つポイントを把握してもらい、仕上げに予定していたサーチウォークの大

会こそ雨のため実施できませんでしたが、なかなか充実した２日間の研修会でした。 

サーチウォークの更なる発展のためにしっかりした支部組織を構築することが協会の今後の課題の一

つでもあります。また、今回の参加者においては大会開催のスキルを十分に身につけられたのではない

でしょうか、これからの各支部の活躍を期待したいと思います。       （姉川） 

9月19日から2日間にかけて長野県で開催され

た全日本レクレーション大会に、会長と澤出

氏が出席されました。 

会長は、「スポーツ・レクレーション指導者の今後の展開について」。澤出

氏は、「障がいのある人とない人がともに楽しむスポレク活動」と題された

分科会に出席されそれぞれの分野において今後重要になると思われる基調講

演を聴講されました。 

また、「ウオークラリー」考案者の「渡辺佳洋」氏にも会われ、共に「ウ

オークラリー」を楽しまれ有意義な大会となりました。 

山や野原で行うオリエンテー

リングのように、「町中の無数

に在る電柱から、渡された地図

に書いてある情報を元に、目標

の電柱を早く歩いて探し、ポイ

ントを競う競技」です。街の中

に立っている電柱を見上げる

と、写真のような「謎の番号」

が貼られていることに気付きま

す。上の札は電話会社（NTT）が

貼ったもので、その電柱が、基

点（1）から何番目の位置にある

かを示すいわば「電柱の住所表

示札」のようなものです。 下の

札は東京電力の管理番号札です

が、探した答えとして書いてき

ます。 

位置を示

す 
NTTの 

管理番号  東京電力の 

管理番号札 

杉田大会・鵠沼大会アンケートで寄せられた 

あえてネガティブな感想集 

・交通の激しい場所が危なかった。 

・高齢の参加者に対しての留意点は 

・時間が厳しい。普通に歩いても１時間以上はかかる｡早歩きで

も無理。(地元意見) 

・時間を延長するか歩く距離を少なくしてはどうですか。初めてだ

が制限時間が長いとうれしい。 

・支線名やﾋﾝﾄ番号が小さく､また黄色の背景色がたいへん見づ

らい。 

・事前説明では､電柱の仕組みを先に､次にチェックカードとした

方が良い。 

参加者の皆様には基本的には楽しんでいただけたようですが、

ネガティブな感想もいただいております。 

今後の大会に生かせるところは生かしていきましょう。 
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